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メンバーへのメッセージ送信機能を有する電子行方表

藤 原 仁 貴†1 志築 文太郎†1 田 中 二 郎†1

我々はこれまで，互いの行動への気付きを促す電子行方表 DOCoCa を開発してき
た．DOCoCa の端末は居室の出入口に設置され，メンバーの在室状態（行方）を記
録し，また 1日の行方の履歴を可視化する．今回， DOCoCa にメッセージ送信機能
を実装した．これによって，メンバーは，出入時に，他のメンバーの特徴的な習慣に
気付いたその場で，メッセージを端末上から数タッチでそのメンバー宛に送信できる．

An Erectric Whereabouts Board which have a
Message Sending Function

Masaki Fujiwara, Buntarou Shizuki

and Jiro Tanaka†1

We have developed whereabounts boards which prompts the awareness of
flextime or satellite office members’ behaviors. The terminals of DOCoCa are
installed in each entrances of members’ workspace rooms, register members’
whereabouts, and visualize the logs of whereabouts for one day. In this pa-
per, we describe a message sending function which is implemented in DOCoCa.
This function allows members send messages to other member in a moment of
awaness of the other member’s behavior habits from the visualizations in the
DOCoCa when the member enters or leaves his/her workspace room.

1. は じ め に

研究室やオフィスなどのグループでは，メンバー同士で，互いに「誰が」「いつ」「どこ

へ行ったか」という情報（以降行方情報と呼ぶ）を共有することが，コミュニケーションの
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図 1 DOCoCa 端末の外観
Fig. 1 Appearance of a DOCoCa

terminal.
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図 2 DOCoCa のコンセプト
Fig. 2 Concept of DOCoCa.

きっかけにとって重要である．例えばメンバー同士で，過去数日分の行方情報を共有してい

ると，オフィスにやってくる時刻やオフィスから帰宅する時刻などの傾向を把握でき，コン

タクトを取るタイミングや食事に誘うタイミングを計ることができる．また研究に行き詰ま

り丸 1 日研究室に閉じこもっているメンバーがいることが行方情報から分かれば，アドバ

イスや手助けができる．このように，メンバー間において行方情報を共有しその傾向を把握

しあうことは，円滑なコミュニケーションやコミュニケーションのきっかけに役立つ．

しかし，複数箇所に居室を持つオフィスやフレックスタイム制のオフィスでは同じグルー

プのメンバーでありながら顔を合わせる機会が少ない．このため，行方情報を共有できず，

いつ出勤し，いつ作業を行い，いつ休憩し，いつ帰宅するかといった行方情報の傾向を把握

することは難しい．この問題を解決するために我々はこれまで，グループのメンバー間に

おいて互いに行方情報の共有を促す電子行方表システム「DOCoCa」の開発を行い，また

我々の所属する研究室において 2009年 7月から運用を行っている1),2)．本システムは，居

室の出入口に設置した端末（図 1）を用いて，行方情報の記録と，行方情報の履歴（以降行

方履歴と呼ぶ）の可視化を行う．行方履歴は，1 日の行方情報の傾向を強調するように可視

化される．図 2 に DOCoCa のコンセプトを示す．この図に示されるように，メンバーは

出入の際に各々の行方情報を確認でき，そこから得た行方情報の傾向への気付きをコミュニ

ケーションに役立たせることができる．

DOCoCa ではこれまで，メンバーは可視化された行方履歴を見た後，電話やメールを用

いる，直接他のメンバーの所へ行くなど，DOCoCa のシステムとは独立した手段によりコ

ンタクトを取っていた．しかし，わざわざメールや電話を用いてコンタクトを取る程でもな
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く面倒である，急いでいてコンタクトを取ることを後回しにしたために気付きを得たこと

そのものを忘れてしまっていたなどの理由により，得た気付きが有効に活用されていない場

合があった．一方，メンバーに，端末にから直接コンタクトを取ることができる手段を提供

すれば，メンバーは気付きを得たその場でコンタクトを取ることができるようになり，これ

まで取りこぼしていた気付きをコミュニケーションに利用できるようになると考えられる．

本稿では，メンバーが，可視化された行方履歴から得た気付きを，コミュニケーションに確

実につなげられるようにすることを目的とし，端末上から数タッチで他のメンバーに簡単な

メッセージを送ることができる機能「Touch Mail」と，この機能を搭載した DOCoCa の

運用について述べる．

2. 関 連 研 究

グループにおけるコミュニケーションの活性化や協調作業の円滑化を目的としたグループ

情報共有システムが研究されている3)–5)．これらのシステムは，メンバーのアクティビティ

をセンサーや PC の利用状態から取得し，取得したアクティビティを居室の共有スペース

に設置されたディスプレイに提示する．これらのシステムは，アクティビティの取得方法や

提示方法に違いはあるが，DOCoCa もそうであるように，メンバー同士でアクティビティ

を共有させるという目的は共通している．そして，コミュニケーションに電話やメールなど

の他の手段を用いること，または直接顔をあわせてコミュニケーションを行うことを前提と

している．これらのシステムでは，以下に示す理由により，得た気付きが有効に活用されな

い場合があると考えられる．

• 気付きを得た後すぐに電話やメールをしない，またはすぐに顔を合わせる機会がないた
め，コンタクトを取ることそのものを忘れてしまう．

• システムとは独立した通信手段であるメールや電話は，ちょっとしたコミュニケーショ
ンのきっかけとして用いるには敷居が高い．

3. Touch Mail

Touch Mail は，あるメンバーが，得た気付きに関するメッセージを他のメンバーに送信

することによって，コミュニケーションのきっかけを生み出すための機能である．本機能で

は，グループの共有スペースに設置されているような，端末やディスプレイを用いたグルー

プ情報共有システム6),7) に組み込むことを前提としている．メンバーが，気付きを得た時

すぐにコンタクトをとることができ，またそのコンタクトを容易にコミュニケーションへつ

図 3 Touch Mail の利用方法
Fig. 3 Usage of Touch Mail.

なげることができるように，以下の 3点を設計指針として定めた．

( 1 ) メッセージ送信を手早く行えるようにする．

( 2 ) どこにいてもメッセージを受け取ることができるようにする．

( 3 ) 受け取ったメッセージに対してすぐに返信することができるようにする．

上記の指針を踏まえた上で，以下の特徴を有するように本機能の設計を行った．

数タッチでメッセージ送信が完了 本機能におけるメッセージ送信は，予め用意されてる

メッセージの中から送信したいものを選択することにより行う．グループ情報共有シス

テムを利用するついでに，数タッチでメッセージを送信することが可能である．

メールによるメッセージ送信 送信者がメッセージを選択すると，そのメッセージは予めシ

ステムに登録されている受信者のメールアドレスに送信される．送信されるメールに

は，返信先として送信者のメールアドレスが設定されており，受信者は受信したメール

に対して返信を行うことができる．また携帯電話のメールアドレスをシステムに登録す

ることにより，受信者はどこにいてもすぐにメールが送られてきたことに気付き，また

素早く返答を行うことができる．

上記の特徴により，図 3に示すようなコミュニケーションが可能となる．

4. Touch Mail の DOCoCa 上での実装

我々は，DOCoCa に Touch Mail を実装した．図 4に Touch Mail を搭載した DOCoCa

端末のスクリーンショットを示す．端末には，システムに登録されている各メンバーの，可
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図 4 Touch Mail が実装された DOCoCa 端末のスクリーンショット
Fig. 4 Screenshot of DOCoCa where Touch Mail is implemented.

図 5 メンバー 1 人分の表示
Fig. 5 Display of one member.

視化された行方履歴，現在位置，現在のアクティビティが表示されている．メンバー 1 人分

の表示を図 5 に示す．図中の 1⃝は可視化された行方履歴である．色が行方に対応し，1 週間

分の行方履歴が可視化されている． 2⃝はメンバーの氏名， 3⃝は現在の行方， 4⃝は現在のア
クティビティである．また 5⃝はメッセージ送信ボタンである．表 1に行方の例を，表 2に

アクティビティの例を示す．メンバーが入退室時に，端末に取り付けられている ICカード

表 1 行方の例
Table 1 Examples of whereabouts.

行方
居室 A

居室 B

居室 C

居室 D

居室外

表 2 アクティビティの例
Table 2 Examples of activity.

アクティビティ
食事
買い物
講義
ゼミ
会議
休憩
研究
帰宅
出張

リーダにカードをかざすと，現在の行方が変更される．入室時にはその居室名に，退室時に

は「居室外」という行方に切り替わる．またメンバーは，カードをかざした時に端末のタッ

チディスプレイに表示されるアクティビティの中から，好みのものを選択することができ

る．もしメンバーがアクティビティを選択しなかった場合は，「何かをしている」というアク

ティビティが自動的に入力される．1 画面に表示されるメンバーの人数は 9 人であり，これ

を超えた場合，1 分おきに表示されるメンバーが切り替わる．また，画面右上のページ切り

替えボタンを押すことにより，メンバーは任意のメンバーの情報を見ることが可能である．

4.1 メッセージの送信

Touch Mailのメッセージの送信手順を以下に示す．

( 1 ) 送信したい相手（以降受信者と呼ぶ）に表示されているメッセージ送信ボタンをタッ

チする．

( 2 ) 送信者（すなわち自分の氏名）を，図 6に示すメンバー一覧から選択する．

( 3 ) 送信したいメッセージを，（図 7）に示すメッセージ一覧から選択する．

送信者がメッセージを選択すると，システムは受信者へ向けてメールを送信する．この

時，メールの本文には，「〇〇（送信者氏名）さんが□□さん（受信者氏名）さんと△△した

がっています」というように，システムから見た第三者視点の文章が記載される．表 3に示

したメッセージを用いて説明する．例えば A さんが B さん に対してメッセージを送ろう

と，「一緒にご飯に行きたい」というメッセージを選んだとする．するとシステムは，「A さ

んが B さんとご飯に行きたがっています」というメッセージを送信する．図 8に受信者に

届くメッセージの例を示す．またメールの返信先には送信者のメールアドレスを設定する．

これにより受信者はメールクライアントの「返信」ボタンを選択するだけで返信を行うこと
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図 6 送信者の選択
Fig. 6 Sender select.

図 7 メッセージの選択
Fig. 7 Message select.

表 3 メッセージの例
Table 3 Examples of message.

送信者が選択するメッセージ 受信者に送信されるメッセージ
心配している A さんが B さんを心配しています
感心している A さんが B さんに感心しています
連絡を取りたい A さんが B さんと連絡を取りたがっています
一緒にご飯に行きたい A さんが B さんとご飯に行きたがっています
何の講義を受けているの？ A さんが B さんの受けている講義を知りたがっています
明日は何時に来るの？ A さんが B さんは明日何時に研究室に来るか知りたがっています
一緒に休憩したい A さんが B さんと休憩を取りたがっています
何時に戻ってくるの？ A さんが B さんは何時に戻ってくるのか知りたがっています
A : 送信者氏名 B : 受信者氏名

ができ，手軽にコミュニケーションへ発展させることができる．

4.2 実 装

本システムの Touch Mail 部分の実装について述べる．Touch Mail では端末，データ

ベースサーバ，メールサーバを用いる．データベースサーバには，メンバーの氏名やメー

ルアドレス，予め用意されたメッセージが登録されている．送信者がメッセージを選択す

ると，端末のソフトウェアは送信するメールを作成する．ヘッダの From フィールドには，

システム用のメールアドレスを指定する．また To フィールドには受信者のメールアドレス

を，Reply-To フィールドには送信者のメールアドレスを指定する．そしてメール本文を追

加した後，メールサーバにメールの送信を依頼する．

4.3 利用シーン

以下に Touch Mailが想定する利用シーンを述べる．

図 8 受信者に届くメール
Fig. 8 Mail delivered to the recipient.

( 1 ) DOCoCa の端末を見て，一日居室にこもっているメンバーがいることが分かったた

め，何か問題を抱えているのかと「心配している」というメッセージを送る．

( 2 ) 平日に DOCoCa の端末を見て，休日も居室で作業をしているメンバーがいることが

分かったため，そのメンバーに「感心している」というメッセージを送る．

( 3 ) DOCoCa の端末を見て，アクティビティが「講義」になっているメンバーがいた．何

の講義を受けているか知りたかったため，「何の講義を受けているのか？」というメッ

セージを送る．

5. 初 期 実 験

我々は，Touch Mail がコミュニケーションに与える影響を調べること，及び Touch Mail

の改良点を見極めることを目的に，実際に Touch Mail を 搭載した DOCoCa を稼働させ

初期実験を行った．

5.1 実 験 条 件

登録ユーザは，21～33 歳の，同じ研究室の同じ研究グループに所属するコンピュータサ

イエンスを専攻する学生 11 名である．なお，この 11 名の内 1 名は本稿の著者である．端

末は，ユーザが居室である，同じ棟内の 10 階と 12 階にある部屋 2 か所の出入り口付近に

設置された．7 名の活動拠点は 10 階，4 名の活動拠点は 12 階である．また，メンバーの

メールアドレスは，携帯電話のメールアドレスか，携帯電話に転送するように設定したメー

ルアドレスをシステムに登録した．メンバーには，Touch Mail によるメール送信方法を口
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表 4 送信者に対するアンケートの結果
Table 4 Results of a questionnaire for senders.

メッセージ 送信回数 目的は達成できたか きっかけとして有効か
受けている講義を教えてほしい 1 1 1

教えてほしいことがある 1 0 0

お土産を期待している 3 2 1

ご飯食べた？ 2 2 2

ご飯に行きたい 3 3 3

心配している 2 0 ※ 1 0

食事の内容を知りたい 3 2 2

連絡を取りたい 3 2 0

感心している 7 7 ※ 2 5

合計 25 17 14

頭で教示した後，日常の研究室活動において自由に利用してもらうように伝えた．

評価の対象期間は，2010 年 6 月 21 日から 6 月 30 日の間の 10 日間とした．なお，こ

の期間の内 2 日間は休日であった．また，研究室において利用することを前提としたメッ

セージを用意した．期間終了後，送信された各メッセージについて，送信者と受信者に対し

てアンケートを行った．

5.2 実 験 結 果

10 日間に送信されたメッセージの総数は 25 件であった．また，表 4に送信者に対する

アンケート結果の内 Yes/No で答えてもらったものの結果を，表 5に送信者に対するアン

ケート結果の内 Yes/No で答えてもらったものの結果を示す．

まず，「目的を達成できた」という回答が得られたメール 17件について，送信者に自由記

述で理由を訊ねたところ，「返信がありコンタクトを取ることができたから」「直接話しかけ

てくれたから」という回答を 14件得た．

表 4 ※ 1 に示すように，「心配している」というメッセージでは，「送信した目的を達成で

きなかった」と回答した送信者が目立った．達成できなかった理由を自由記述で答えても

らったところ，「返信がなかったから」という回答を得た．また，運用の初期段階であったた

め試用的に利用した送信者が目立った．具体的には※ 2 に示すように，「感心している」と

いうメッセージ全てで目的を達成できたという回答を得たが，送信者に送信目的を訊ねた

ところ，7 件中 6 件が同一人物による「メッセージを送ってみたかった」という目的であっ

た．残りの 1 件は「発表準備で頑張っていたことをねぎらうため」という目的であった．

表 5 ※ 3，※ 4 に示すように，これらのメッセージでは，「メッセージの意図が分からな

表 5 受信者に対するアンケートの結果
Table 5 Results of a questionnaire for recipients.

メッセージ 送信回数 意図は分かったか 返信したか きっかけとして有効か
受けている講義を教えてほしい 1 0 1 0

教えてほしいことがある 1 1 0 0

お土産を期待している 3 0 ※ 3 0 0

感心している 7 2 ※ 4 0 1

ご飯食べた？ 2 2 ※ 5 1 0

ご飯に行きたい 3 3 ※ 6 1 1

心配している 2 1 0 1

食事の内容を知りたい 3 3 ※ 7 3 2

連絡を取りたい 3 3 ※ 8 0 2

合計 25 15 6 ※ 9 7 ※ 10

かった」という回答が目立った．逆に※ 5 から ※ 8 に示すように，これらのメッセージで

は，「メッセージの意図が分かった」という回答が多かった．また※ 9, ※ 10 に示すように，

「返信しなかった」，「きっかけとして有効でない」という回答が全体的に目立った．自由記

述により，返信しなかった理由及びきっかけとして有効でない理由を訊ねたところ，「お土産

を期待している」「感心している」というメッセージは，意図が分からず返信しづらかった，

という回答が 6件得られた．また「感心している」というメッセージについては，「返信す

るような内容ではないと思った」という回答が 3 件得られた．また，改善案について訊ね

たところ，「返信しやすいメッセージを用意する」が 4件，「意図が分かりやすいメッセージ

を用意する」が 2件得られた．「意図が分かった」という回答が多かった「食事の内容を知

りたい」「連絡を取りたい」というメッセージに対しても，「返信した」という回答は低かっ

た．理由は「メールに気付かず返信するタイミングを逃した」が 4件，「直接話に行った方

が早かった」が 2件であった．改良点について訊ねたところ，「頻繁に利用するメールアド

レスを登録して欲しい」という回答が 2件得られた．

6. 議 論

送信者は，受信者からメール，電話，直接会うなど，何らかの形でメッセージに対するレ

スポンスを得ることができたメッセージに対して送信目的が満たされたと答えた場合が多

かった．このことから，メッセージの送信目的が満たされる割合を高めるためには，受信者

が受け取ったメッセージに対して返信を行う割合を上げる必要があると考えられる．一方受

信者は，意図を理解できなかったメッセージや返信を求められていると理解しなかったメッ
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セージに対して，返信を行わなかったと答えた場合が多かった．なお，もともと「お土産

を期待しています」や「心配している」というメッセージは，アクティビティが「出張」に

なっているメンバーや，在室時間帯が規則的なメンバーなどに対して送られることを前提と

していた．しかし，試用的に適当なメッセージを送信した送信者が多かったことが，意図を

不明にした一因であると考えられる．また，メールに気付くことができずに返信するタイミ

ングを逃してしまったと答えた場合も多かった．改良点として「頻繁に利用するメールアド

レスを登録して欲しい」という意見が得られたことから，メンバーによっては携帯電話より

も気付きやすいメールアドレスを持っていることが分かる．

以上のことから，受信者が返信を行う割合を高めるためには，意図が分かりやすく返信し

やすいメッセージを用意する，メンバーにとって最も気付きやすく返信しやすいメールアド

レスを登録する，という改良を行う必要があると考えられる．

7. お わ り に

本稿では，数タッチで他のメンバーに簡単なメッセージを送ることができる機能「Touch

Mail」と，この機能を搭載した DOCoCa の運用について述べた．また初期実験により，受

信者からメッセージに対する返信を得られたとき，コミュニケーションにつながることが分

かった．また，適切なメッセージを用意する，メンバーが良く利用するメールアドレスを登

録することにより，返信する機会を増やすことができるということが分かった．

今後は，初期実験を踏まえ機能の改良を行って良く予定である．
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